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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す る た め の 獣 医 学 組 成 物 で あ っ て 、 前 記 組 成 物 が 、 カ ベ ル  
ゴ リ ン を 含 み 、 乳 房 内 経 路 に よ っ て 前 記 乳 用 反 芻 動 物 に 投 与 さ れ る 、 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 組 成 物 が 、 乾 乳 期 の 実 施 時 に 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 組 成 物 が 、 最 後 の 搾 乳 後 の ド ラ イ オ フ 時 に 、 ま た は 前 記 最 後 の 搾 乳 後 の 最 初 の ５ 時  
間 、 最 初 の ４ 時 間 も し く は 最 初 の ２ 時 間 以 内 の ド ラ イ オ フ 時 に 、 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 カ ベ ル ゴ リ ン の 治 療 用 量 が 、 １ ～ ５ ０ μ ｇ ／ ｋ ｇ 、 ５ ～ ５ ０ μ ｇ ／ ｋ ｇ 、 約 ５ ～ １ １ μ  
ｇ ／ ｋ ｇ 、 ま た は 約 ６ ～ ９ μ ｇ ／ ｋ ｇ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣 医  
学 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 組 成 物 が 、 注 入 、 移 植 、 注 射 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 介 し た 前 記 組 成 物 の 導  
入 に よ っ て 、 前 記 乳 腺 の １ つ 以 上 の ４ 分 割 （ ｑ ｕ ａ ｒ ｔ ｅ ｒ ） に 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １ ～  
４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 組 成 物 が 、 前 記 反 芻 動 物 の 前 記 乳 腺 の ４ 分 割 す べ て に 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の  

請求項の数　13　（全16頁）
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い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 乳 房 内 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン の 量 が 、 乳 用 反 芻 動 物 当 た り 、 ０ ． ２ ５ ～ ７ ｍ ｇ 、 ０ ．  
３ ～ ６ ｍ ｇ 、 ま た は １ ～ ６ ｍ ｇ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣 医 学 組 成  
物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 乳 房 内 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン の 前 記 量 が 、 乳 牛 当 た り 、 ２ ～ ７ ｍ ｇ 、 ３ ～ ６ ｍ ｇ 、 ま  
た は ５ ～ ６ ｍ ｇ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 反 芻 動 物 が 、 ウ シ 、 ヒ ツ ジ 、 ヤ ギ 、 ラ ク ダ 科 動 物 （ ｃ ａ ｍ ｅ ｌ ｉ ｄ ） 、 ま た は ウ シ  
科 動 物 （ ｂ ｏ ｖ ｉ ｄ ） か ら 選 択 さ れ る 草 食 哺 乳 動 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～  
８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣 医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 反 芻 動 物 が 、 乳 生 産 反 芻 哺 乳 動 物 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 獣  
医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
  前 記 乳 生 産 反 芻 哺 乳 動 物 は 、 乳 牛 、 ヒ ツ ジ 、 ま た は ヤ ギ で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 獣  
医 学 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す る た め の キ ッ ト で あ っ て 、 前 記 キ ッ ト が 、 反 芻 動 物 へ の  
乳 房 内 投 与 の た め の 、 有 効 治 療 量 の カ ベ ル ゴ リ ン を 含 む 包 装 の た め の 少 な く と も １ つ の コ  
ン パ ー ト メ ン ト を 含 む 、 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 乳 房 内 経 路 に よ る カ ベ ル ゴ リ ン 組 成 物 の 投 与 を 可 能 に す る 手 段 、 な ら び に ／ ま た は 前 記  
獣 医 学 組 成 物 の 投 与 の モ ー ド お よ び 時 間 に 関 連 す る 指 示 も 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の キ ッ  
ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 獣 医 学 組 成 物 、 お よ び 特 に 乾 乳 期 の 開 始 （ す な わ ち 、 突 然 の 搾 乳 停 止 ） 時 に  
、 よ り 効 率 的 で 安 全 な 方 法 に 従 っ て 乳 用 反 芻 動 物 に お け る 乳 生 産 を 低 減 す る た め の 方 法 に  
関 す る 。 そ れ は 、 ド ラ イ オ フ 時 、 す な わ ち 、 最 後 の 搾 乳 後 に 、 乳 房 内 （ Ｉ Ｍ Ｍ ） 経 路 に よ  
っ て 当 該 組 成 物 を 投 与 す る こ と か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 乳 用 反 芻 動 物 で は 、 泌 乳 は 、 一 般 的 に ５ ～ ２ ０ ヶ 月 間 続 く 。 乳 牛 で は 、 最 も 多 く の 場 合  
、 そ れ は 、 １ ０ ヶ 月 で あ る 。 こ の 泌 乳 期 後 、 一 般 的 に は 突 然 に 、 搾 乳 が 停 止 さ れ 、 乳 用 反  
芻 動 物 は 、 そ の 後 の 泌 乳 が 始 ま る 分 娩 ま で 、 乳 を 生 産 し な い 。 「 乾 乳 期 」 と し て 知 ら れ る  
、 搾 乳 の 停 止 と 、 一 般 的 に 分 娩 （ ｐ ａ ｒ ｔ ｕ ｒ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） （ ま た は ウ シ に 関 し て は 分 娩  
（ ｃ ａ ｌ ｖ ｉ ｎ ｇ ） ） 時 で あ る 、 そ の 後 の 泌 乳 と の 間 の こ の 期 間 は 、 乳 牛 で は 一 般 的 に 約  
２ ヶ 月 （ す な わ ち 、 ４ ５ ～ ７ ０ 日 ） で 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 乾 乳 期 は 、 そ の 後 の 泌 乳 中 の 最 適 な 乳 生 産 を 確 保 す る た め に 必 要 で あ る が 、 こ の 乾 乳 期  
は 、 乳 を 生 産 し な く な っ た 動 物 の 生 理 学 的 ニ ー ズ に 適 応 す る た め に 、 い く つ か の 食 餌 の 変  
更 お よ び 移 行 を 必 要 と す る 。 こ れ ら の 食 餌 の 変 更 は 、 反 芻 動 物 に お い て 多 数 の 生 理 学 的 混  
乱 お よ び ス ト レ ス を 引 き 起 こ す 。 こ の 乾 乳 期 は 、 泌 乳 中 に 観 察 さ れ る も の と は 大 き く 異 な  
る 乳 用 反 芻 動 物 に お け る 代 謝 を も た ら す 。 泌 乳 か ら 非 泌 乳 状 態 へ の 移 行 は 、 乳 牛 の ホ メ オ  
ス タ シ ス の 一 次 的 な 混 乱 の 結 果 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 乾 乳 期 中 、 よ り 具 体 的 に は 、 ド ラ イ オ フ 後 の 最 初 の ２ ４ 時 間 以 内 に 、 乳 腺 に お け る 乳 合  
成 は 、 特 に 高 レ ベ ル の 乳 生 産 を 有 す る 泌 乳 反 芻 動 物 で 継 続 す る 。 結 果 と し て 、 こ れ ら の 最  
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初 の ２ ４ 時 間 中 、 血 液 か ら 母 乳 へ の カ ル シ ウ ム 移 動 の 必 要 性 が 持 続 す る 。 加 え て 、 乾 乳 期  
の 実 施 で は 、 飼 育 農 家 は 、 飼 料 を 減 少 さ せ る こ と が 非 常 に 多 く 、 こ れ は カ ル シ ウ ム 供 給 お  
よ び 血 液 循 環 に お け る そ の レ ベ ル を さ ら に 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 抗 プ ロ ラ ク チ ン 産 物 は 、  
ド ラ イ オ フ を 助 け る た め に 、 一 般 に 筋 肉 内 （ Ｉ Ｍ ） と し て 非 経 口 経 路 に よ っ て 投 与 さ れ る  
場 合 、 食 餌 か ら 得 ら れ る カ ル シ ウ ム の 腸 内 吸 収 を 減 少 さ せ る 既 知 の 効 果 も 有 す る 。 こ れ は  
す べ て 、 泌 乳 ド ラ イ オ フ 時 の 低 カ ル シ ウ ム 血 症 の リ ス ク を 増 加 さ せ る の に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ド ラ イ オ フ 時 に 、 最 後 の 搾 乳 後 に 筋 肉 内 経 路 に よ っ て 獣 医 学 組 成 物 を 受 け る 一 部 の 乳 牛  
は 、 よ っ て 、 処 置 投 与 後 ２ ４ 時 間 以 内 に 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を 経 験 し 得 る 。 場 合 に よ っ て は  
、 低 カ ル シ ウ ム 血 症 は 、 獣 医 師 に よ っ て 与 え ら れ る 適 切 な 療 法 を 必 要 と す る ウ シ の 横 臥 を  
引 き 起 こ し 得 る 。 乳 牛 が 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を 経 験 し て い る か を 知 る 方 法 は 、 最 後 の 搾 乳 後  
の 最 初 の １ ～ ２ 日 以 内 に カ ル シ ウ ム の 濃 度 に つ い て 血 液 を 分 析 す る こ と で あ る 。 ８ ． ８ ｍ  
ｇ ／ ｄ ｌ （ ２ ． ２ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ ） 以 下 の 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 を 有 す る が 、 臨 床 的 徴 候 を 示  
さ な い 乳 牛 は 、 潜 在 的 に 低 カ ル シ ウ ム 血 症 と み な さ れ る 。 こ の 後 者 の 状 態 は ま た 、 ウ シ の  
健 康 に 有 害 で あ る と み な さ れ 、 こ れ は ウ シ の 異 な る 代 謝 障 害 の 結 果 を さ ら に 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 で 、 乳 腺 が 、 乳 蓄 積 お よ び う っ 滞 に よ る 過 度 の 乳 房 緊 満 （ ｕ ｄ ｄ ｅ ｒ   ｅ ｎ ｇ ｏ ｒ  
ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） な し に 、 そ の 乳 合 成 を 迅 速 に 停 止 す る よ う に 、 乳 生 産 を 効 率 的 に 低 減 す る  
処 置 の 必 要 性 が あ る 。 こ れ は 、 乳 牛 の 健 康 へ の 悪 影 響 か ら 予 防 す る の に 役 立 つ で あ ろ う 。  
実 際 、 よ り 少 な い 乳 房 緊 満 は 、 乳 牛 に お け る 新 た な 乳 房 内 感 染 症 の 高 リ ス ク 因 子 で あ る 乳  
汁 漏 出 の 低 減 と 関 連 し て い る 。 ド ラ イ オ フ 後 の 日 中 に ウ シ の 痛 み お よ び 不 快 感 も 低 減 す る  
。 最 後 に 、 次 の 泌 乳 の た め の 乳 腺 の 健 康 お よ び 再 生 の た め の 重 要 な 生 理 学 的 プ ロ セ ス で あ  
る 、 乾 乳 期 中 の 乳 腺 退 縮 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 獣 医 学 に お い て 、 Ｇ ａ ｌ ａ ｓ ｔ ｏ ｐ （ 登 録 商 標 ） （ カ ベ ル ゴ リ ン 、 Ｃ ｅ ｖ ａ   Ｓ ａ ｎ ｔ ｅ   
Ａ ｎ ｉ ｍ ａ ｌ ｅ ） な ど の プ ロ ラ ク チ ン 阻 害 剤 系 組 成 物 は 、 雌 イ ヌ に お け る 偽 妊 娠 中 の 泌 乳  
の た め の 処 置 と し て 投 与 す る こ と が で き る 。 そ れ ら は ま た 、 反 芻 動 物 に お け る 乳 生 産 を 停  
止 す る た め に 処 方 さ れ る 。 本 出 願 人 の 名 前 で の Ｗ Ｏ ２ ０ １ ０ ／ ０ ４ ０ ７ ６ ５ は 、 特 に 筋 肉  
内 投 与 に よ っ て 、 泌 乳 ド ラ イ オ フ を 促 進 し 、 乳 腺 退 縮 を 促 進 す る た め に 、 カ ベ ル ゴ リ ン な  
ど の 、 抗 プ ロ ラ ク チ ン ド ー パ ミ ン 受 容 体 ア ゴ ニ ス ト 化 合 物 の 妊 娠 中 の 反 芻 動 物 へ の 投 与 に  
つ い て 記 載 す る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う な カ ベ ル ゴ リ ン の 筋 肉 内 投 与 は 、 以 前 の セ ク シ  
ョ ン で 説 明 さ れ る 理 由 の た め 、 乳 牛 に お い て 、 特 に ド ラ イ オ フ 後 の 投 与 後 の 最 初 の ２ ４ 時  
間 中 に 、 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を 誘 発 す る 可 能 性 が あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 出 願 人 は こ こ で 、 驚 く べ き こ と に 、 ド ラ イ オ フ が 実 施 さ れ る と き 、 カ ベ ル ゴ リ ン を 含  
む 獣 医 学 組 成 物 の 乳 房 内 経 路 を 介 し た 反 芻 動 物 へ の 投 与 が 、 乳 生 産 を よ り 効 率 的 に 低 減 す  
る こ と が で き る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 驚 く べ き こ と に 、 本 発 明 に よ る 獣 医 学 組 成 物 の 乳 房 内 投 与 は 、 反 芻 動 物 に お け る カ ベ ル  
ゴ リ ン の バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ を 向 上 さ せ 、 そ れ に よ っ て 乳 生 産 の 低 減 お よ び ／ ま た は  
乳 房 緊 満 の 低 減 の 観 点 か ら よ り 満 足 の い く 有 効 性 結 果 を 可 能 に す る 。 加 え て 、 驚 く べ き こ  
と に 、 カ ベ ル ゴ リ ン の 乳 房 内 投 与 は 、 筋 肉 内 経 路 に よ っ て 使 用 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン と 比 較  
し て 、 特 に 搾 乳 停 止 後 の 最 初 の ２ ４ 時 間 以 内 に 、 低 カ ル シ ウ ム 血 症 の 予 防 お よ び ／ ま た は  
低 減 を 可 能 に す る こ と も 見 出 さ れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 乳 用 反 芻 動 物 の 泌 乳 ま た は 乳 生 産 を 低 減 す る 使 用 の た め の カ ベ ル ゴ リ ン を 含  
む 獣 医 学 組 成 物 に 関 し 、 当 該 組 成 物 は 、 好 ま し く は 乾 乳 期 の 実 施 時 、 す な わ ち 、 ド ラ イ オ  
フ 時 に 、 乳 用 反 芻 動 物 に 乳 房 内 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 当 該 組 成 物 は 、 乳 用 反 芻 動 物 に お け る 乳 生 産 の 低 減 を 誘 発 す る た め に  
、 好 ま し く は 乳 用 反 芻 動 物 の 乾 乳 期 の 実 施 時 に 、 有 効 治 療 量 で 乳 房 内 経 路 に よ っ て 投 与 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 組 成 物 は 、 乳 房 内 経 路 に よ っ て 単 一 処 置 お よ び ／ ま た は 反 復 処 置 で 、 好 ま し く は 単 一 処  
置 で 乳 用 反 芻 動 物 に 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 獣 医 学 組 成 物 の 乳 房 内 投 与 は 、 さ ら に そ の 後 の 泌 乳 中 の 反 芻 動 物 の 乳 生 産  
能 力 お よ び ／ ま た は 乳 質 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は ま た 、 上 記 で 定 義 さ れ た 獣 医 学 組 成 物 、 お よ び 任 意 に カ ベ ル ゴ リ ン の 乳 房 内 投  
与 の た め の 手 段 を 含 む 、 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す る た め の キ ッ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 態 様 で は 、 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す る た め の 獣 医 学 組 成 物 の 製 造 の た め の 、 カ  
ベ ル ゴ リ ン の 使 用 が 提 供 さ れ 、 当 該 組 成 物 は 、 乳 房 内 経 路 に よ っ て 、 好 ま し く は 乾 乳 期 の  
実 施 時 に 、 乳 用 反 芻 動 物 に 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 態 様 で は 、 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す る た め の 方 法 が 提 供 さ れ 、 カ ベ ル ゴ リ ン  
を 含 む 獣 医 学 組 成 物 は 、 乳 房 内 経 路 に よ っ て 、 好 ま し く は 乾 乳 期 の 実 施 時 に 、 当 該 反 芻 動  
物 に 治 療 有 効 量 で 投 与 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 ： Ｄ ２ ～ Ｄ ９ の 朝 の 搾 乳 時 の 乳 生 産 （ Ｌ ） － Ｄ ４ 夕 方 の 搾 乳 時 の カ ベ ル ゴ リ ン 処  
置 （ 矢 印 ） 。 群 の 平 均 。
【 図 ２ 】 ： 処 置 日 Ｄ ０ ～ 処 置 後 Ｄ ９ の 乳 頭 間 周 囲 （ ｃ ｍ ） 。 群 当 た り の 平 均 （ 対 照 ： 上 部  
曲 線 、 処 置 さ れ た ウ シ ： 下 部 曲 線 ）
【 図 ３ 】 ： 処 置 日 Ｄ ０ ～ 処 置 後 Ｄ ９ （ ＋ ２ １ ６ ｈ ） の デ ル タ 乳 頭 間 周 囲 （ Ｉ Ｔ Ｐ ） （ ｃ ｍ  
） 。 群 当 た り の 平 均 （ 対 照 ： 上 部 曲 線 、 処 置 さ れ た ウ シ ： 下 部 曲 線 ）
【 図 ４ 】 ： カ ベ ル ゴ リ ン の 乳 房 内 投 与 の 平 均 お よ び ｓ ｄ 血 漿 濃 度 （ ｐ ｇ ／ ｍ Ｌ ） － 時 間 （  
時 間 ） プ ロ フ ァ イ ル
【 図 ５ 】 ： カ ベ ル ゴ リ ン の 筋 肉 内 投 与 の 平 均 お よ び ｓ ｄ 血 漿 濃 度 （ ｐ ｇ ／ ｍ Ｌ ） － 時 間 （  
時 間 ） プ ロ フ ァ イ ル （ 比 較 試 験 ）
【 図 ６ Ａ － ６ Ｂ 】 ： 平 均 （ ｓ ｄ ） 血 中 Ｃ ａ 濃 度 （ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ ） （ グ ラ フ Ａ ： 対 照 「 ｃ ｔ  
ｒ ｌ 」 ウ シ 対 カ ベ ル ゴ リ ン Ｉ Ｍ Ｍ 処 置 さ れ た 「 ｃ ａ ｂ   Ｉ Ｍ Ｍ 」 ウ シ ） 、 お よ び 時 間 （ 時  
間 ） に 関 し て ベ ー ス ラ イ ン （ ０ ｈ ） 処 置 前 に 対 す る 差 （ グ ラ フ Ｂ ： 対 照 「 ｃ ｔ ｒ ｌ 」 ウ シ  
対 カ ベ ル ゴ リ ン Ｉ Ｍ Ｍ 処 置 さ れ た 「 ｃ ａ ｂ   Ｉ Ｍ Ｍ 」 ウ シ ） 。
【 図 ７ 】 異 な る 試 験 間 で の 、 時 間 に 応 じ た 平 均 血 中 Ｃ ａ 濃 度 の 比 較 ： Ｉ Ｍ Ｍ 試 験 （ 上 部 曲  
線 ） お よ び Ｉ Ｍ 試 験 （ Ｉ Ｍ 試 験 １ お よ び ２ と い う 、 ２ つ の 下 部 曲 線 ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 「 乾 乳 期 」 と い う 句 に は 、 泌 乳 期 の 最 後 の 搾 乳 と 、 一 般 に 分 娩 時 に 開 始 す る 、 そ の 後 の  
泌 乳 期 の そ の 後 の 泌 乳 と の 間 の 期 間 が 含 ま れ る 。 乾 乳 期 は 、 概 し て 、 乳 牛 に お い て 約 ２ ヶ  
月 、 よ り 具 体 的 に は 、 ５ ６ ～ ７ ０ 日 続 く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 文 脈 に お い て 、 「 最 後 の 搾 乳 」 、 「 ド ラ イ オ フ 」 、 ま た は 「 搾 乳 停 止 」 と い う  
用 語 は 、 交 換 可 能 に 使 用 す る こ と が で き る 。 そ れ ら は 、 乾 乳 期 の 実 施 時 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 乳 生 産 を 低 減 す る 使 用 の た め の カ ベ ル ゴ リ ン を 含 む 獣 医 学 組 成 物 に 関 し 、 当  
該 組 成 物 は 、 好 ま し く は 乾 乳 期 の 実 施 時 に 、 乳 用 反 芻 動 物 に 乳 房 内 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ  
る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は ま た 、 乳 生 産 を 低 減 す る 使 用 の た め の 、 好 ま し く は 乾 乳 期 の 実 施 時 に 、 単 一 処  
置 お よ び ／ ま た は 反 復 処 置 で 乳 房 内 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン を 含 む 獣 医 学 組  
成 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ る 組 成 物 は ま た 、 乳 生 産 を 低 減 し 、 反 芻 動 物 に お け る 乳 腺 退 縮  
を 誘 発 し 、 そ れ に よ っ て 乳 房 内 感 染 ま た は 炎 症 を 回 避 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 興 味 深 い こ と に は 、 本 発 明 の 組 成 物 の そ の よ う な 乳 房 内 投 与 は 、 反 芻 動 物 に お け  
る カ ベ ル ゴ リ ン の バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ を 向 上 さ せ る こ と を 可 能 に し 、 筋 肉 内 投 与 と 比  
較 さ れ る 場 合 、 同 様 の 結 果 お よ び ／ も し く は 有 効 性 を 得 な が ら 、 よ り 低 い 用 量 の カ ベ ル ゴ  
リ ン の 投 与 を 可 能 に す る か 、 ま た は よ り 高 い 結 果 お よ び ／ も し く は 有 効 性 を 得 な が ら 、 筋  
肉 内 投 与 に よ る カ ベ ル ゴ リ ン の 用 量 と 同 様 の 用 量 の カ ベ ル ゴ リ ン の 投 与 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 者 ら は 、 驚 く べ き こ と に 、 乳 房 内 経 路 を 介 し て 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン  
を 含 む 獣 医 学 組 成 物 が 、 乾 乳 期 中 、 特 に 搾 乳 停 止 後 の 最 初 の ２ ４ 時 間 以 内 に 、 Ｉ Ｍ 経 路 に  
よ っ て 投 与 さ れ る 場 合 の カ ベ ル ゴ リ ン と 比 較 し て 、 反 芻 動 物 に お け る 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を  
予 防 ま た は 低 減 す る こ と も 可 能 に す る こ と に 気 づ い た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 当 該 組 成 物 が 、 乾 乳 期 の 実 施 時 に 反 芻 動 物 に 乳 房 内 投 与 さ れ る 場 合 、 そ れ ら は 、 任 意 の  
特 定 の 食 餌 な し で も 、 よ り 具 体 的 に は 、 反 芻 動 物 に お け る 十 分 な 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 を 維  
持 す る こ と を 目 的 と す る 任 意 の 食 餌 レ ジ メ ン （ 例 え ば 、 十 分 な 量 の マ グ ネ シ ウ ム を 含 む 食  
餌 、 お よ び Ｄ Ｃ Ａ Ｄ を 提 供 す る た め に こ れ ら の 食 餌 の バ ラ ン ス を と る こ と ） な し で も 、 反  
芻 動 物 に お け る ２ ． １ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 、 ま た は 好 ま し く は ２ ． ２ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 以 上 の 血 中 カ  
ル シ ウ ム 濃 度 を 維 持 す る こ と を 可 能 に す る 。 よ っ て 、 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ る 組 成 物 は  
、 特 に ド ラ イ オ フ 後 の 最 初 の ２ ４ 時 間 以 内 、 す な わ ち 、 Ｉ Ｍ 経 路 に よ っ て カ ベ ル ゴ リ ン を  
使 用 す る と き に 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を 発 症 す る リ ス ク が 高 い 場 合 、 低 カ ル シ ウ ム 血 症 か ら 予  
防 す る か 、 ま た は 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を 発 症 す る リ ス ク を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は ま た 、 好 ま し く は 乾 乳 期 の 実 施 時 に 、 獣 医 学 組 成 物 の 有 効 な 治 療 レ ジ メ ン に 従  
っ た 乳 房 内 投 与 を 含 む 、 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 好 ま し く は 、 当 該 獣 医 学 組 成 物 は 、 乳 牛 に 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 使 用 の た め の 獣 医 学 組 成 物 は 、 よ り 具 体 的 に は 、 最 後 の 搾 乳 後 の 、 ド ラ イ  
オ フ 時 に 、 乳 房 内 投 与 さ れ る 。 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 獣 医 学 組 成 物 は 、 好 ま し く は 最 後 の  
搾 乳 後 、 よ り 好 ま し く は 最 後 の 搾 乳 後 の 最 初 の ５ 時 間 、 最 初 の ４ 時 間 、 ま た は 最 初 の ２ 時  
間 以 内 、 好 ま し く は 最 後 の 搾 乳 後 の 最 初 の ３ ０ 分 （ 例 え ば 、 １ ５ ～ ２ ０ 分 ） 以 内 に 乳 房 内  
投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 獣 医 学 組 成 物 お よ び 方 法 は 、 そ れ ら の 使 用 が 、 実 施 す る の が 簡 単 で あ り 、  
乳 房 緊 満 を 誘 発 す る こ と な く 、 乳 腺 に お け る 乳 生 産 の 迅 速 な 停 止 を 可 能 に す る た め 、 農 家  
に と っ て 魅 力 的 で あ る 。 そ れ ら は ま た 、 カ ベ ル ゴ リ ン が Ｉ Ｍ 経 路 に よ っ て 使 用 さ れ る 場 合  
と 比 較 し て 、 特 定 の 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 増 加 レ ジ メ ン に つ い て 心 配 す る こ と な く 、 十 分 な  
血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 を 維 持 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 処 置 は 、 群 集 管 理 の 簡 素 化 、 お よ  
び 泌 乳 が 再 開 さ れ た と き の 疾 患 処 置 コ ス ト の 点 で 節 約 を も た ら す 。 よ っ て 、 本 発 明 に よ る  
組 成 物 の 投 与 は 、 乾 乳 期 中 の 食 餌 プ ロ グ ラ ム の よ り 良 好 な 管 理 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 カ ベ ル ゴ リ ン は 、 そ の 化 学 名 が Ｎ － ［ ３ － （ ジ メ チ ル ア ミ ノ ） プ ロ ピ ル ］ － Ｎ － ［ （ エ  
チ ル ア ミ ノ ） カ ル ボ ニ ル ］ － ６ － （ ２ － プ ロ ペ ニ ル ） － ８ ｇ － エ ル ゴ リ ン － ８ － カ ル ボ キ  
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サ ミ ド で あ り 、 Ｄ ２ ド ー パ ミ ン 受 容 体 に 特 異 的 な 抗 プ ロ ラ ク チ ン ア ゴ ニ ス ト 化 合 物 で あ る  
。 そ れ は 特 に Ｕ Ｓ ４ ， ５ ２ ６ ， ８ ９ ２ に 記 載 さ れ て い る 。 そ の 化 学 構 造 式 は 、 以 下 で あ る 。
【 化 １ 】

【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ ベ ル ゴ リ ン は 、 Ｄ ｏ ｓ ｔ ｉ ｎ ｅ ｘ （ 登 録 商 標 ） お よ び Ｃ ａ ｂ ａ ｓ ｅ ｒ （ 登 録 商 標 ） の  
名 称 で 市 販 さ れ る ヒ ト 薬 物 に お け る 有 効 成 分 で あ る 。 ま た 、 そ れ は 、 偽 妊 娠 の 泌 乳 傾 向 が  
あ る 雌 イ ヌ の た め の Ｇ ａ ｌ ａ ｓ ｔ ｏ ｐ （ 登 録 商 標 ） の 名 称 で 市 販 さ れ る 獣 医 学 組 成 物 に お  
け る 基 本 的 な 有 効 成 分 で あ る 。 こ れ ら の カ ベ ル ゴ リ ン 系 組 成 物 、 Ｄ ｏ ｓ ｔ ｉ ｎ ｅ ｘ （ 登 録  
商 標 ） ま た は Ｇ ａ ｌ ａ ｓ ｔ ｏ ｐ （ 登 録 商 標 ） の い ず れ も 、 乳 房 内 経 路 に よ っ て 投 与 さ れ な  
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン の 有 効 量 ま た は 治 療 用 量 は 、 処 置 さ れ る 反 芻 動  
物 に 従 っ て 変 動 す る 可 能 性 が 高 い 。 治 療 レ ジ メ ン と も 呼 ば れ る 投 与 量 は 、 以 下 の 実 施 例 に  
基 づ い て 体 系 的 な 試 験 に よ っ て 容 易 に 決 定 す る こ と が で き 、 当 業 者 の 能 力 内 で あ る 。 本 発  
明 の 特 定 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 本 発 明 に よ る 有 効 治 療 用 量 は 、 １ ～ ５ ０ μ ｇ ／ ｋ ｇ 、 ま た  
は ５ ～ ５ ０ μ ｇ ／ ｋ ｇ 、 好 ま し く は 約 ５ ～ １ １ μ ｇ ／ ｋ ｇ 、 よ り 好 ま し く は 約 ６ ～ ９ μ ｇ  
／ ｋ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 乳 房 内 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン の 量 は 、 乳 用 反 芻 動 物 当 た り ０ ． ２ ５  
～ ７ ｍ ｇ 、 好 ま し く は ０ ． ３ ～ ６ ｍ ｇ 、 よ り 具 体 的 に は １ ～ ６ ｍ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 乳 房 内 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン の 量 は 、 乳 牛 当 た り 、 ２ ～ ７ ｍ ｇ 、 好  
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ま し く は ３ ～ ６ ｍ ｇ 、 よ り 具 体 的 に は ５ ～ ６ ｍ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 乳 房 内 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン の 量 は 、 乳 用 反 芻 動 物 当 た り  
、 好 ま し く は 乳 牛 当 た り 、 ２ ～ ４ ｍ ｇ 、 好 ま し く は ３ ～ ３ ． ５ ｍ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 「 反 芻 動 物 」 と い う 用 語 は 、 例 え ば 、 ウ シ 、 ヒ ツ ジ 、 ヤ ギ 、 ラ ク ダ 科  
動 物 （ ｃ ａ ｍ ｅ ｌ ｉ ｄ ） 、 ま た は ウ シ 科 動 物 （ ｂ ｏ ｖ ｉ ｄ ） な ど の 草 食 哺 乳 動 物 を 指 す 。  
本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 好 ま し く は 乳 牛 、 ヒ ツ ジ 、 お よ び ヤ ギ 、 よ り 好 ま し く は 乳 牛 な ど  
の 、 乳 生 産 （ ま た は 乳 用 ） 反 芻 哺 乳 動 物 に 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 有 利 に は 、 本 発 明 の 獣 医 用 組 成 物 は 、 反 芻 動 物 の 乳 腺 内 炎 症 お よ び 乳 腺 内 感 染 症 （ 乳 腺  
炎 な ど ） を 処 置 お よ び ／ ま た は 予 防 す る た め の 標 準 的 な 処 置 と 関 連 し て 投 与 す る こ と が で  
き る 。 乳 腺 炎 の 標 準 ケ ア ま た は 予 防 的 組 成 物 の 例 は 、 乳 房 の た め の 局 所 消 毒 剤 、 ペ ニ シ リ  
ン 、 セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 、 ゲ ン タ マ イ シ ン な ど の 抗 生 物 質 、 ま た は 乳 頭 シ ー ラ ン ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 述 し た よ う に 、 低 カ ル シ ウ ム 血 症 は 、 通 常 、 泌 乳 が 再 開 さ れ る 、 分 娩 時 の 前 後 に 発 生  
す る 一 時 的 な 血 中 カ ル シ ウ ム 欠 乏 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る が 、 別 の 期 間 に 、 特 に Ｉ Ｍ 経 路  
に よ る カ ベ ル ゴ リ ン の 投 与 後 の 乳 生 産 反 芻 動 物 の ド ラ イ オ フ 後 、 最 初 の ４ ８ 時 間 以 内 に 、  
よ り 頻 繁 に は 最 初 の ２ ４ 時 間 以 内 に 発 症 し 得 る 。 本 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 乳 用  
反 芻 動 物 に お け る 低 カ ル シ ウ ム 血 症 を 予 防 お よ び ／ ま た は 低 減 す る こ と は 、 反 芻 動 物 が 、  
２ ． １ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 、 好 ま し く は ２ ． ２ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 以 上 で あ る 十 分 な 血 中 カ ル シ ウ ム 濃  
度 を 提 示 ま た は 達 成 す る 処 置 を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 獣 医 学 組 成 物 は 、 乳 房 内 経 路 に よ っ て 投 与 さ れ る 。 こ の 目 的 で 、 獣 医 学 組 成 物 は 、 注 入  
、 移 植 、 注 射 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 介 し た 組 成 物 の 導 入 に よ っ て 、 乳 腺 の １ つ 以  
上 の ４ 分 割 （ ｑ ｕ ａ ｒ ｔ ｅ ｒ ） に 投 与 さ れ る 。 投 与 は 、 一 般 に 、 乳 房 内 注 入 に よ っ て 乳 頭  
管 を 介 し て 実 施 さ れ る 。 移 植 は 、 固 体 、 ペ ー ス ト 、 ゲ ル 、 ま た は 懸 濁 液 の 形 態 で あ り 得 る  
。 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 注 入 ま た は 注 射 は 、 ボ ー ラ ス 注 射 ま た は 連 続 注 入 に よ っ て 行 う こ  
と が で き る 。 注 射 の た め の 製 剤 は 、 単 位 剤 形 で 、 例 え ば 、 ア ン プ ル で 、 ま た は 任 意 に 、 添  
加 さ れ た 防 腐 剤 を 含 む 多 用 量 容 器 で 提 示 さ れ 得 る 。 組 成 物 は 、 油 性 ま た は 水 性 ビ ヒ ク ル 中  
の 懸 濁 液 、 溶 液 、 ま た は エ マ ル シ ョ ン で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 ま し く は 、 組 成 物 は 、 反 芻 動 物 の 乳 腺 の ４ 分 割 の １ つ 以 上 、 好 ま し く は す べ て に 投 与  
さ れ る 。 例 え ば 、 乳 牛 で は 、 そ れ は 、 乳 房 の １ 、 ２ 、 ３ 、 ま た は ４ つ の ４ 分 割 、 好 ま し く  
は ４ つ の ４ 分 割 す べ て に 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 使 用 さ れ る 組 成 物 の 製 剤 に よ っ て 、 そ れ ら は 、 乳 房 内 投 与 の た め の 液 体 ま た は 固 体 製 剤  
の 調 製 の た め に 薬 学 に お い て 従 来 使 用 さ れ る 成 分 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 製 剤 の タ イ プ に 従 っ て 、 溶 媒 、 流 動 促 進 剤 、 潤 滑 剤 、 お  
よ び ラ ク ト ー ス 、 セ ル ロ ー ス 、 ま た は デ ン プ ン な ど の 適 切 な 質 量 の 任 意 の 賦 形 剤 を 含 む こ  
と が で き る 。 ス テ ア リ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 Ｌ － ロ イ シ ン 、 ま た は 、 例 え ば  
、 グ リ セ ロ ー ル ト リ ベ ヘ ネ ー ト （ ｇ ｌ ｙ ｃ ｅ ｒ ｏ ｌ   ｔ ｒ ｉ ｂ ｅ ｈ ｅ ｎ ａ ｔ ｅ ） を 潤 滑 剤  
と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 崩 壊 剤 と し て 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル ア ミ ド ン ナ ト リ ウ ム 、 架  
橋 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 、 ま た は 架 橋 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン を 使 用 す る  
こ と が で き る 。 滑 剤 と し て 、 純 粋 な シ リ カ ま た は コ ロ イ ド 状 二 酸 化 ケ イ 素 を 使 用 す る こ と  
が で き る 。 固 体 経 口 形 態 は 、 コ ー テ ィ ン グ で 覆 わ れ た 錠 剤 の 形 態 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 注 射 可 能 な 調 製 物 は 、 上 述 の よ う な 有 効 治 療 量 の 少 な く と も １ つ の 抗 プ ロ ラ ク チ ン 化 合  
物 を 、 溶 媒 、 ｐ Ｈ 調 節 剤 、 緩 衝 剤 、 懸 濁 剤 、 可 溶 化 剤 、 安 定 剤 、 等 張 剤 、 お よ び ／ ま た は  
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防 腐 剤 と 混 合 す る こ と に よ っ て 、 な ら び に 混 合 物 を 従 来 の 方 法 に 従 っ て 皮 下 ま た は 筋 肉 内  
注 射 に 変 換 す る こ と に よ っ て 調 製 さ れ る 。 溶 媒 と し て は 、 ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド （ Ｄ Ｍ Ｓ  
Ｏ ） 、 中 鎖 ト リ グ リ セ リ ド な ど の 油 性 溶 媒 、 ま た は Ｍ ｙ ｇ ｌ ｉ ｏ ｌ （ 登 録 商 標 ） ８ １ ２ の  
名 称 で 市 販 さ れ る も の な ど の カ プ リ ン 酸 、 カ プ リ ル 酸 、 お よ び ト リ グ リ セ リ ド の 混 合 物 が  
言 及 さ れ 得 る 。 必 要 に 応 じ て 、 注 射 可 能 な 調 製 物 は 、 従 来 の 方 法 に 従 っ て 凍 結 乾 燥 す る こ  
と が で き る 。 懸 濁 剤 の 例 と し て は 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ポ リ ソ ル ベ ー ト ８ ０ 、 ヒ ド ロ キ シ  
エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 、 お よ び ポ  
リ エ ト キ シ ル 化 ソ ル ビ タ ン モ ノ ラ ウ レ ー ト が 挙 げ ら れ る 。 可 溶 化 剤 の 例 と し て は 、 ポ リ オ  
キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 、 ポ リ ソ ル ベ ー ト ８ ０ 、 ニ コ チ ン ア ミ ド 、 ポ リ エ ト キ シ ル 化 ソ  
ル ビ タ ン モ ノ ラ ウ レ ー ト 、 マ ク ロ ゴ ー ル 、 お よ び ヒ マ シ 油 脂 肪 酸 エ チ ル エ ス テ ル が 挙 げ ら  
れ る 。 さ ら に 、 安 定 剤 と し て は 、 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 金 属 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 お よ び エ ー  
テ ル が 挙 げ ら れ 、 防 腐 剤 と し て は 、 ｐ － ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル 、 ｐ － ヒ ド ロ キ シ 安 息  
香 酸 エ チ ル 、 ソ ル ビ ン 酸 、 ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル 、 フ ェ ノ ー ル 、 ク レ ゾ ー ル 、 お よ び ク ロ ロ  
ク レ ゾ ー ル が 挙 げ ら れ る 。 等 張 化 剤 の 例 は 、 マ ン ニ ト ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 獣 医 学 使 用 の た め の 、 よ り 具 体 的 に は 乳 用 反 芻 動 物 の 乳 生 産 を 低 減 す  
る た め の キ ッ ト に 関 す る 。 本 発 明 に よ る キ ッ ト は 、 反 芻 動 物 へ の 乳 房 内 投 与 の た め の 、 上  
述 の 有 効 治 療 量 の カ ベ ル ゴ リ ン を 含 む 任 意 に 無 菌 の 包 装 の た め の 少 な く と も １ つ の コ ン パ  
ー ト メ ン ト を 含 む 。 キ ッ ト は 、 乳 房 内 経 路 に よ る 組 成 物 の 投 与 を 可 能 に す る 手 段 、 な ら び  
に ／ ま た は 獣 医 学 組 成 物 の 投 与 の モ ー ド お よ び 時 間 に 関 連 す る 指 示 も 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 組 成 物 お よ び 当 該 組 成 物 の 使 用 に つ い て 上 に 記 載 さ れ る す べ て の 実 施 形 態 は 、 キ ッ ト お  
よ び 本 発 明 の 方 法 に も 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 明 細 書 に お い て 以 下 に 記 載 さ れ る の は 、 実 施 例 で あ る 。 こ れ ら の 実 施 例 は 、 例 示 的 で  
あ り 、 決 し て 制 限 す る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
実 施 例 １ ： 乳 牛 の 乳 生 産 に 対 す る 乳 房 内 （ Ｉ Ｍ Ｍ ） 経 路 に よ る カ ベ ル ゴ リ ン 効 果 （ 搾 乳 継  
続 文 脈 ）
　 カ ベ ル ゴ リ ン 組 成 物 は 、 賦 形 剤 と し て 、 ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド お よ び 中 鎖 ト リ グ リ セ リ  
ド と と も に カ ベ ル ゴ リ ン を 含 む 溶 液 で あ る 。 そ れ は 、 Ｖ ｅ ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ （ 商 標 ） （ カ ベ ル  
ゴ リ ン １ ． １ ２ ｍ ｇ ／ ｍ Ｌ ） と 呼 ば れ る 製 品 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ５ 頭 の プ リ ム ホ ル ス タ イ ン 泌 乳 牛 が 、 試 験 に 含 ま れ 、 以 下 の 特 徴 を 有 し た 。
　 － 複 産 ： 産 次 数 ２ ～ ４
　 － １ 日 乳 量 （ Ｌ ） ： １ ７ ． ４ ＋ ／ － ２ ． ８
　 － 搾 乳 日 数 （ ｄ ） ： ２ ５ １ ＋ ／ － ５ １
　 － 体 重 （ ｋ ｇ ） ： ６ ８ ６ ＋ ／ － ２ ９
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 カ ベ ル ゴ リ ン を 上 記 の よ う に 油 性 溶 液 と し て 投 与 し 、 乳 房 内 カ ニ ュ ー レ を 乳 頭 管 に 挿 入  
し 、 溶 液 を 含 有 す る シ リ ン ジ の 先 端 に 取 り 付 け た 。 １ ０ ｍ Ｌ の 体 積 を 、 各 ４ 分 割 の 乳 房 槽  
（ ｕ ｄ ｄ ｅ ｒ   ｃ ｉ ｓ ｔ ｅ ｒ ｎ ） に 直 接 堆 積 さ せ た 。 Ｖ ｅ ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ （ 商 標 ） （ カ ベ ル  
ゴ リ ン １ ． １ ２ ｍ ｇ ／ ｍ Ｌ ） を 、 そ の 賦 形 剤 で 、 投 与 直 前 に 、 試 験 用 量 に 従 っ て 希 釈 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ウ シ は 、 １ 日 ２ 回 、 朝 お よ び 夕 方 、 そ れ ぞ れ 午 前 ７ 時 頃 お よ び 午 後 ５ 時 頃 に 搾 乳 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 乳 生 産 （ 朝 の 搾 乳 ） を 、 処 置 前 （ ベ ー ス ラ イ ン ） お よ び 処 置 後 の 日 数 中 に 測 定 し た 。 Ｄ  
０ の 試 験 で は 、 ３ ／ ５ 頭 の ウ シ を 賦 形 剤 の み で 処 理 し 、 賦 形 剤 が 乳 生 産 に 影 響 を 及 ぼ さ な  
い こ と を 示 し た 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ５ 頭 の ウ シ を 、 夕 方 の 搾 乳 （ Ｄ ４ ） 後 、 す な わ ち 、 搾 乳 の 終 了 後 １ ５ ～ ２ ０ 分 で 、 体 重  
ｋ ｇ に 応 じ て 表 さ れ る 場 合 、 約 ７ ． ５ μ ｇ ／ ｋ ｇ に 対 応 す る 、 ４ 分 割 の ４ つ す べ て （ 総 用  
量 ５ ． ４ ｍ ｇ ／ ウ シ ） で １ ． ３ ４ ｍ ｇ ／ ４ 分 割 の 用 量 で 処 置 し た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ５ 頭 の ウ シ は す べ て 、 翌 朝 の 搾 乳 （ Ｄ ５ ） で 平 均 マ イ ナ ス ６ Ｌ の 乳 生 産 の 急 激 な 低 下 を  
示 し 、 乳 生 産 ベ ー ス ラ イ ン 値 （ Ｄ ２ ～ Ｄ ４ ） と 比 較 し て 、 － ５ ４ ％ （ ｓ ｄ ＝ １ ０ 、 最 小 －  
３ ８ ％ 、 最 大 － ６ ２ ％ ） の 平 均 減 少 を 表 し た 。 次 い で 、 乳 生 産 は 、 そ の 後 の 数 日 に わ た っ  
て 徐 々 に 増 加 し （ ベ ー ス ラ イ ン の 約 － １ ５ ％ 、 処 置 の ３ 日 後 ） 、 図 １ を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ っ て こ れ ら の 結 果 は 、 以 前 に 実 施 さ れ た 別 の 試 験 か ら 得 ら れ た Ｉ Ｍ （ 筋  
肉 内 ） 経 路 に よ っ て 得 ら れ た 結 果 と 比 較 し て 遜 色 が な か っ た 。 こ の 以 前 の 試 験 で は 、 乳 生  
産 低 減 に 対 す る カ ベ ル ゴ リ ン の 用 量 － 効 果 関 係 を 確 立 す る た め に 、 異 な る Ｉ Ｍ 用 量 を 試 験  
し た 。 得 ら れ た 結 果 は 以 下 で あ る ：
【 表 １ 】

【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ７ ． ５ μ ｇ ／ ｋ ｇ の Ｉ Ｍ 用 量 で の 、 用 量 － 効 果 関 係 の 外 挿 は 、 － ４ ３ ％ の 乳 生 産 低 減 に  
対 す る 予 測 さ れ る 効 果 を も た ら し た 。 こ の 結 果 は 、 陰 性 対 照 ウ シ に 対 し て 処 置 さ れ た ウ シ  
に つ い て 乳 生 産 の 減 少 が 約 － ４ ０ ％ で あ る こ と が 見 出 さ れ た 別 の 試 験 （ フ ィ ー ル ド 制 御 試  
験 、 ｎ ＝ １ ０ ６ ） に よ っ て 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 よ っ て 、 ４ 分 割 の ４ つ す べ て に お い て １ ． ３ ４ ｍ ｇ ／ ４ 分 割 の 用 量 で Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ っ  
て 投 与 さ れ る カ ベ ル ゴ リ ン は 、 Ｖ ｅ ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ （ 商 標 ） の 登 録 用 量 で あ る Ｉ Ｍ 経 路 に よ  
っ て 投 与 さ れ る ５ ． ６ ｍ ｇ ／ ウ シ （ す な わ ち 、 約 ７ ５ μ ｇ ／ ｋ ｇ ） の 同 様 の 総 用 量 と 比 較  
し て 、 乳 生 産 低 減 に 対 し て よ り 良 好 な 効 果 を 示 す と 結 論 付 け ら れ る 。 こ の よ り 良 好 な 効 果  
は 、 よ り 高 い Ｉ Ｍ 用 量 の カ ベ ル ゴ リ ン （ １ ２ μ ｇ ／ ｋ ｇ ） で 観 察 さ れ た 効 果 と 同 様 で あ っ  
た 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｍ 経 路 に よ る こ の 高 用 量 （ １ ２ μ ｇ ／ ｋ ｇ ） は 、 反 芻 動 物 で は 実 際  
に は 使 用 さ れ な い 。 こ の 結 論 は 、 以 下 に 詳 述 さ れ る 試 験 で 得 ら れ る 薬 物 動 態 結 果 に よ っ て  
も 支 持 さ れ 、 全 身 カ ベ ル ゴ リ ン 曝 露 に 関 連 す る 乳 生 産 低 減 に 対 す る 効 果 比 例 性 を 示 す （ 実  
施 例 ２ ． ２ を 参 照 さ れ た い ） 。 さ ら に 、 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ っ て 得 ら れ る 乳 生 産 低 減 は 、 ｓ ｄ  
、 最 小 、 お よ び 最 大 値 が Ｉ Ｍ 経 路 で の も の と 比 較 し て あ ま り 分 散 し て い な い た め 、 よ り 信  
頼 性 お よ び 再 現 性 が あ る よ う に 見 え た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
実 施 例 ２ ． Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ る カ ベ ル ゴ リ ン の 薬 物 動 態 、 お よ び 乳 牛 に お け る ド ラ イ オ フ 時  
の 乳 房 緊 満 お よ び 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 に 対 す る 効 果 。
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　 こ の 試 験 に は 、 １ ０ 頭 の 泌 乳 牛 （ ９ 頭 の プ リ ム ホ ル ス タ イ ン お よ び １ 頭 の ブ ラ ウ ン ス イ  
ス ） を 含 め た 。 ウ シ を 次 の ２ つ の 群 に 割 り 当 て た 。
　 － 陰 性 対 照 群 （ ｎ ＝ ５ ） ： Ｄ ０ ド ラ イ オ フ で の 処 置 な し
　 － 試 験 群 （ ｎ ＝ ５ ） ： 最 後 の 搾 乳 後 の 、 Ｄ ０ ド ラ イ オ フ で の カ ベ ル ゴ リ ン Ｉ Ｍ Ｍ 処 置 （  
４ 分 割 の ４ つ す べ て に お い て １ ． ３ ４ ｍ ｇ ／ ４ 分 割 － 実 施 例 １ と 同 じ モ ダ リ テ ィ ）
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ ８ 】
　 Ｄ ０ ド ラ イ オ フ 前 お よ び 後 の ３ 週 間 以 内 に 飼 料 制 限 を 設 け な か っ た 。 動 物 は 、 試 験 全 体  
を 通 し て 水 お よ び 乾 草 へ の 自 由 な ア ク セ ス を 有 し た 。 各 ウ シ に 、 ７ ｋ ｇ ／ 日 の 泌 乳 牛 用 の  
抗 生 物 質 を 含 ま な い 濃 縮 飼 料 を Ｄ ０ ド ラ イ オ フ ま で 与 え た 。 ド ラ イ オ フ 後 、 各 ウ シ に 、 ７  
ｋ ｇ ／ 日 の 育 成 牛 用 の 抗 生 物 質 を 含 ま な い 濃 縮 物 を 与 え た 。 濃 縮 物 の 組 成 を 以 下 に 示 す ：
【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｄ ０ ド ラ イ オ フ で 、 突 然 の 搾 乳 停 止 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 乳 頭 間 周 囲 （ Ｉ Ｔ Ｐ ） を 、 乳 房 体 積 お よ び 緊 満 の 代 用 物 （ ｐ ｒ ｏ ｘ ｙ ） と み な し 、 処 置  
前 、 搾 乳 前 お よ び 後 の 両 方 、 次 い で 処 置 後 均 一 に 処 置 後 ９ 日 ま で 測 定 し た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 血 液 を 収 集 し 、 カ ベ ル ゴ リ ン お よ び カ ル シ ウ ム 濃 度 を 、 異 な る 時 点 ： 処 置 前 な ら び に カ  
ベ ル ゴ リ ン に 関 し て は 処 置 後 ６ 日 ま で お よ び カ ル シ ウ ム に 関 し て は 処 置 後 ３ 日 ま で で 評 価  
し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
２ ． １   Ｉ Ｔ Ｐ に 対 す る 効 果 （ 乳 房 緊 満 ） ：
　 処 置 さ れ た ウ シ の Ｉ Ｔ Ｐ は 、 処 置 後 の 最 初 の ４ ８ 時 間 中 は 対 照 よ り も 少 な く 増 加 し 、 図  
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２ に 示 さ れ る よ う に 、 ド ラ イ オ フ 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 中 は 常 に 対 照 よ り も 低 か っ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 結 果 は ま た 、 Ｉ Ｔ Ｐ の 差 （ Δ Ｉ Ｔ Ｐ ） と し て 表 さ れ る 、 す な わ ち 、 ド ラ イ オ フ 後 の 各 時  
点 で の Ｉ Ｔ Ｐ 値 か ら Ｄ ０ の 搾 乳 後 の Ｉ Ｔ Ｐ 値 を 差 し 引 く こ と に よ っ て 計 算 さ れ る 場 合 、 実  
証 的 で あ り 、 図 ３ に 例 示 さ れ る 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ っ て 得 ら れ る こ れ ら の デ ル タ Ｉ Ｔ Ｐ 結 果 は 、 Ｉ Ｍ 経 路 に よ る も の と 同 じ  
有 効 性 の 範 囲 内 に あ る か 、 ま た は あ る 程 度 よ り 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 同 じ 総 用 量 で の 、 Ｉ Ｍ 経 路 に よ る 、 同 様 の 実 験 条 件 下 で の 別 の 試 験 で は 、 得 ら れ た デ ル  
タ Ｉ Ｔ Ｐ 結 果 を 、 以 下 の よ う に Ｉ Ｍ Ｍ 結 果 と 比 較 す る こ と が で き る ：
【 表 ４ 】

【 ０ ０ ６ ６ 】
２ ． ２   カ ベ ル ゴ リ ン 血 中 濃 度
　 ５ ． ４ ｍ ｇ ／ 乳 房 の カ ベ ル ゴ リ ン の 乳 房 内 （ Ｉ Ｍ Ｍ ） 投 与 後 、 カ ベ ル ゴ リ ン の 平 均 お よ  
び ｓ ｄ 血 漿 濃 度 － 時 間 プ ロ フ ァ イ ル は 、 図 ４ に 示 さ れ る 通 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 比 較 試 験 で は 、 等 価 用 量 （ ５ ． ６ ｍ ｇ ／ ウ シ ） で 筋 肉 内 経 路 に よ っ て 投 与 さ れ る カ ベ ル  
ゴ リ ン （ Ｖ ｅ ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ （ 商 標 ） 、 １ ． １ ２ ｍ ｇ ／ ｍ ｌ ） は 、 図 ５ に 示 さ れ る 血 漿 濃 度  
時 間 プ ロ フ ァ イ ル を 示 し た （ 比 較 試 験 ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 両 方 の 試 験 か ら の 薬 物 動 態 パ ラ メ ー タ を 以 下 の 表 で 比 較 す る ：
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【 表 ５ 】

【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ５ ． ４ ｍ ｇ ／ ウ シ （ 約 ７ ． ５ μ ｇ ／ ｋ ｇ ） の 等 価 用 量 で は 、 約 １ ． ９ の Ａ Ｕ Ｃ I M M 経 路  
／ Ａ Ｕ Ｃ I M 経 路 の 比 に よ っ て 評 価 さ れ る よ う に 、 血 中 カ ベ ル ゴ リ ン バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ  
ィ は 、 Ｉ Ｍ 経 路 に よ る も の よ り も Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ る も の が 高 い と 結 論 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 興 味 深 い こ と に 、 実 施 例 １ に 記 載 さ れ る よ う に 、 用 量 － 効 果 試 験 で は 、 Ａ Ｕ Ｃ ｏ － ｉ ｎ  
ｆ は 、 以 下 で あ っ た 。
【 表 ６ 】

【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ ら の Ｐ Ｋ 結 果 は 、 と も に カ ベ ル ゴ リ ン 用 量 （ １ ． ３ ３ ～ １ ２ μ ｇ ／ ｋ ｇ の 範 囲 ） と  
そ れ ら の Ａ Ｕ Ｃ と の 間 の 、 お よ び 結 果 と し て Ａ Ｕ Ｃ と 乳 生 産 低 減 に 対 す る カ ベ ル ゴ リ ン 効  
果 と の 間 の 良 好 な 線 形 比 例 性 を 示 し た 。 そ れ は ま た 、 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ る ７ ～ ８ μ ｇ ／ ｋ ｇ  
で の 用 量 曝 露 が 、 Ｉ Ｍ 経 路 に よ る １ ２ μ ｇ ／ ｋ ｇ で の 用 量 曝 露 と 等 し い こ と を 示 し 、 ７ ～  
８ μ ｇ ／ ｋ ｇ の Ｉ Ｍ 経 路 と 比 較 し て 良 好 な 観 察 さ れ た 効 果 を 説 明 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 は 、 非 経 口 経 路 （ Ｉ Ｍ ） と 比 較 し て カ ベ ル ゴ リ ン 有 効 性 を 向 上 さ せ る 方 法 で  
あ る と 結 論 付 け ら れ る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
２ ． ３   血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度
　 対 照 ウ シ （ す な わ ち 、 カ ベ ル ゴ リ ン 処 置 な し 、 動 物 の 特 徴 、 実 施 例 ２ を 参 照 さ れ た い ）  
と 比 較 し て 、 カ ベ ル ゴ リ ン Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ っ て 処 置 さ れ た ウ シ は 、 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 の  
わ ず か な 減 少 （ 平 均 値 で － ０ ． ２ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ ） を 示 し 、 ＋ ６ 時 間 時 点 の み で 制 限 さ れ た  
。 前 （ ＋ ３ ｈ ） お よ び 後 （ ＋ １ ２ ｈ 、 ＋ ２ ４ ｈ 以 降 ） の 時 点 で 減 少 は 観 察 さ れ な か っ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ６ は 、 両 群 に お け る 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 の 時 間 発 展 を 示 す 。 こ れ ら の 結 果 は 、 同 じ 総  
投 与 量 （ ５ ． ６ ｍ ｇ ／ ウ シ ） で の Ｉ Ｍ 経 路 カ ベ ル ゴ リ ン 処 置 後 の 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 と 比  
較 し て 驚 く べ き も の で あ り 、 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 以 外 に も 、 上 記 で 説 明 さ れ る Ｉ Ｍ 経 路 よ り も 高 い  
全 身 曝 露 を 示 し た （ 例 え ば 、 ２ ． ２ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 Ｉ Ｍ 経 路 に よ る ５ ． ６ ｍ ｇ ／ ウ シ の カ ベ ル ゴ リ ン の 用 量 を 用 い て 以 前 に 実 施 さ れ た 試 験  
か ら 、 よ り 重 要 な 血 中 カ ル シ ウ ム の 減 少 が 時 間 お よ び 程 度 に お い て 観 察 さ れ た 。 当 該 試 験  
は 、 陰 性 対 照 群 に 対 す る 比 較 で 実 施 さ れ 、 血 中 カ ル シ ウ ム 減 少 が 監 視 さ れ 、 十 分 に 同 定 さ  
れ た 。 カ ル シ ウ ム 減 少 は 、 処 置 後 ２ ～ ３ 時 間 ほ ど で 、 最 大 ６ ～ １ ２ 時 間 観 察 さ れ 、 ２ ４ 時  
間 後 に 正 常 に 戻 っ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ７ は 、 上 記 で 詳 述 さ れ た Ｉ Ｍ Ｍ 試 験 （ 上 部 曲 線 ） と Ｉ Ｍ 試 験 （ 図 ７ の 凡 例 で は Ｉ Ｍ 試  
験 １ お よ び ２ と 名 付 け ら れ た 、 ２ つ の 下 部 曲 線 ） と の 間 の 時 間 に 応 じ た 処 置 前 ベ ー ス ラ イ  
ン 値 に 対 す る 平 均 血 中 カ ル シ ウ ム の 差 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 実 施 例 ２ の 試 験 で は 、 Ｉ Ｍ 試 験 １ お よ び ２ と 比 較 さ れ る 場 合 、 食 餌 に よ っ て 供 給 さ れ る  
カ ル シ ウ ム の 量 が 少 な い に も か か わ ら ず 、 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 が あ ま り 減 少 し な い こ と に  
関 す る 利 点 が 得 ら れ た こ と に 留 意 す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ れ ら の 最 後 の ２ つ の Ｉ Ｍ 試 験  
で は 、 １ ５ ０ ｇ の カ ル シ ウ ム ／ 日 ／ ウ シ を 完 全 ま た は 部 分 混 合 飼 料 を 通 し て 提 供 し た が 、  
実 施 例 ２ の Ｉ Ｍ Ｍ 試 験 で は 、 ５ ０ ｇ の み の カ ル シ ウ ム を 濃 縮 物 （ ０ ． ７ ％ の Ｃ ａ で ７ ｋ ｇ  
／ 日 ／ ウ シ ） を 介 し て 提 供 し 、 残 り の 部 分 は 乾 草 を 介 し て 自 由 に 与 え た 。 乾 草 に よ っ て 提  
供 さ れ た Ｃ ａ の 正 確 な 量 は 不 明 で あ っ た が 、 以 下 の 理 由 で 、 確 か に ２ つ の Ｉ Ｍ 試 験 よ り も  
少 な か っ た 。
　 ｉ ） 乾 草 中 の カ ル シ ウ ム の 含 有 量 は 、 一 般 に 濃 縮 物 よ り も 低 く 、 通 常 は 約 ０ ． ３ ％ で あ  
る 。
　 ｉ ｉ ） 実 際 の 乾 草 乾 物 摂 取 量 は 、 実 施 例 ２ に 含 ま れ る ウ シ に つ い て 約 １ ３ ～ １ ５ ｋ ｇ と  
推 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 提 供 さ れ る カ ル シ ウ ム の 量 は 、 実 施 例 ２ で は 約 １ ０ ０ ｇ ／ ｄ ／ ウ シ と 概 算 さ れ 得 る の で  
、 ２ つ の Ｉ Ｍ 試 験 （ 図 ７ に お け る Ｉ Ｍ 試 験 １ お よ び ２ と い う 、 ２ つ の 下 部 曲 線 ） の よ う に  
明 ら か に １ ５ ０ ｇ の カ ル シ ウ ム よ り も 少 な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ る カ ベ ル ゴ リ ン 使 用 は 、 同 じ 投 与 量 で の Ｉ Ｍ 経 路 と 比 較 し て 、 さ ら に は  
食 餌 で 提 供 す る あ ま り ス ト リ ン ジ ェ ン ト で は な い カ ル シ ウ ム 推 奨 の 文 脈 に お い て 、 乳 牛 に  
お け る カ ル シ ウ ム ホ メ オ ス タ シ ス を あ ま り 妨 げ な い と い う 驚 く べ き 能 力 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 し た が っ て 、 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 に よ る カ ベ ル ゴ リ ン 使 用 は 、 カ ベ ル ゴ リ ン 処 置 に 関 連 す る 任 意  
の 低 カ ル シ ウ ム 血 症 に よ る ウ シ 横 臥 の リ ス ク に 関 し て よ り 良 好 な 安 全 性 プ ロ フ ァ イ ル を 有  
し 、 一 方 、 乳 牛 の ド ラ イ オ フ に つ い て （ 投 与 に 選 択 さ れ た Ｉ Ｍ Ｍ 用 量 に 従 っ て ） Ｉ Ｍ 経 路  
と 比 較 し て 同 じ か ま た は よ り 良 好 な 有 効 性 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 結 論 と し て 、 Ｉ Ｍ Ｍ 経 路 は 、 こ の 適 応 症 の 既 知 の Ｉ Ｍ 経 路 と 比 較 し て 、 乳 牛 に お け る ド  
ラ イ オ フ の た め の カ ベ ル ゴ リ ン の 安 全 性 お よ び 有 効 性 を 改 善 す る 方 法 で あ る 。 Ｉ Ｍ Ｍ カ ベ  
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ル ゴ リ ン 投 与 は 、 Ｉ Ｍ 経 路 よ り も 効 率 的 に 乳 生 産 を 低 減 す る こ と を 可 能 に し 、 こ れ は よ り  
高 い 血 中 カ ベ ル ゴ リ ン バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ に よ っ て 説 明 さ れ る 。 Ｉ Ｍ Ｍ カ ベ ル ゴ リ ン  
投 与 は ま た 、 乾 乳 期 中 、 よ り 具 体 的 に は 、 ド ラ イ オ フ の す ぐ 後 （ 特 に 、 最 後 の 搾 乳 後 の 最  
初 の ２ ４ 時 間 以 内 ） に 、 反 芻 動 物 を 低 カ ル シ ウ ム 血 症 か ら 予 防 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ７ 】



10

JP 7624999 B2 2025.1.31(16)

フロントページの続き

フランス国，３３５００  リブルヌ，アヴェニュー・デ・ラ・バラスティエール，１０，セヴァ  サ 
ンテ  アニマレ内

(72)発明者　 ドフランドル，オードリー
フランス国，３３５００  リブルヌ，アヴェニュー・デ・ラ・バラスティエール，１０，セヴァ  サ 
ンテ  アニマレ内

審査官　 愛清  哲
(56)参考文献 特表２０１２－５０５１７８（ＪＰ，Ａ）

米国特許出願公開第２０１９／０３５８１５４（ＵＳ，Ａ１）
米国特許出願公開第２０１４／００２４６７０（ＵＳ，Ａ１）
M BOUTINAUD; ET AL，CABERGOLINE INHIBITS PROLACTIN SECRETION AND ACCELERA 
TES INVOLUTION IN DAIRY COWS AFTER DRY-OFF，JOURNAL OF DAIRY SCIENCE，2015 
年，VOL:99, NR:7，PAGE(S):5707 - 5718，http://dx.doi.org/10.3168/jds.2015-10782
P LACASSE; ET AL，REVIEW: INHIBITION OF PROLACTIN AS A MANAGEMENT TOOL IN D 
AIRY HUSBANDRY，ANIMAL，英国，2019年07月，VOL:13, NR:S1，PAGE(S):S35 - S41， 
http://dx.doi.org/10.1017/S1751731118003312
乳房炎の化学療法 XI. 乳房に注入する薬物の浸透拡散について，日獣会誌，1957年，10， 
pp.129-133

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６１Ｋ    ３１／００－３１／８０
Ａ６１Ｐ    １５／００－１５／１８
ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴ 
Ｎ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

